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 資料３－１ 

協 議 事 項 

 

１ 第４次男女共同参画行動計画実施計画及び内部評価について 

(1) 令和７年度事業の評価 

評価（達成度） 令和７年度 令和６年度 

Ｓ （達成度＞100） 25 27 

Ａ （100≧達成度＞80） 33 37 

Ｂ+（80≧達成度＞60） 11 ５ 

Ｂ （60≧達成度＞40） ４ ４ 

Ｂ-（40≧達成度＞20） ０ ０ 

Ｃ （20≧達成度） １ １ 

合計 74 74 

  ※令和６年度までは５段階評価のため、６段階評価に改めています。 

  ※Ｓ評価とＡ評価で全体の約 78％を占めています。（Ｒ６年度は 86％） 

(2) 令和６年度事業との比較 

 達成度 評価区分 内的 外的 設計 

向上 22 12    

変化なし 21 45    

低下 31 17 19 11 １ 

合計 74 74    

   ※低下した原因を内的要因・外的要因・設計要因の３つに整理しました。 

   ①内的要因：実施体制の強化や事業手法の見直しに改善が見込まれるもの 

   ②外的要因：外部の都合や不可抗力等により、低下しているもの 

   ③設計要因：目標の数値を上げたことにより、低下しているもの 

 

２ 事業ヒアリングの選定について 

 実施計画における目標の達成、改善に向けて、第２回男女共同参画推進委員会において、推進委員

による事業ヒアリングを予定しています。ヒアリング対象とする事業については、庁内検討における

意見を踏まえ、本推進委員会にて決定します。 

(1) 事務局案（全 11 事業） 

  ・ヒアリングする事業数は、ボリューム等を考慮し、全部で 10事業程度を想定 

  ・評価区分が「B+以下」で前年と比較し、内的要因、外的要因により達成度が下落、もしくは評

価が変わらない事業 

  ・その他、推進委員がヒアリングを希望する事業 

(2) 庁内からの意見 

  ・「B+以下」の事業という区切り方で問題ないか 

・評価が下がったものだけでなく、上昇した事業も対象にしたらどうか 

  ・テーマや分野などを決めて、ヒアリングしたらどうか 


